
■新市民会館の平均的な利用イメージ

想定利用日数 事業方針 想定利用日数 事業方針 初期（開館年） 初期 （２～３年） 中期 （４～6年）

鑑賞型事業 約６０日

1演目4日利用×15演目

◎これまで松本市では鑑賞できなかっ
たサイトウ・キネン・フェスティバルに相
当する質の高い舞台芸術を紹介
◎長野県下から１公演2,400～3,600人
集客できるような演目をラインナップ
◎想定プログラム：海外クラシックバレ
エ、国内外一流オーケストラ、海外一流
ダンス、歌舞伎等古典芸能、ヒットミュー
ジカル、国内人気プロデュース演劇作品

約６０日

フェスティバル20日利用
×1
1演目5日利用×8演目

松本演劇祭、高校演劇
祭、市民芸術祭といった
フェスティバル型事業を
実施

約６０日 （大）
開館年はオープニング
記念として大型鑑賞事業
の充実を図る。

約４０日 （小）
小ホールの空間の可能
性を示す鑑賞事業を提
供

約６０日 （大・小）
集客数の拡大を図る。

鑑賞事業の内容を整理
する。

創造型事業
（市民参加事業含む）

約３０日

1演目15日利用×2演目
（稽古込み）

◎専門ホールとしての格をつくる。
◎サイトウ・キネン・オペラと並ぶ質の高
い発信型創造事業、市民創造事業のプ
ロデュース

約３０日 （大）
約２０日 （小）
創造事業は実施せず、
フェスティバルと合わせ
て、開館記念の市民参
加企画等を検討

約３０日 （大）
本格的な創造事業に向
けた準備期間として位置
づけ

発信型創造事業、市民
参加型創造事業のレ
パートリー化、事業化を
図る。

普及・育成型事業 現段階では普及・育成事
業の利用日数は想定せ
ず

◎小中学校、大学など地域との連携に
より実施
◎教育県としての蓄積を活かし、育成事
業による地域外への発信も視野に入れ
る。
◎市民を対象にした舞台芸術系の研修
事業や講座型事業の充実を図る。

大ホールに同じ 市民・地域・教育機関と
連携を図る準備期間とし
て位置づけ

ニーズに応じた普及・育
成プログラムの開発

通年カリキュラムとして
再構成。創造事業との連
携を図る。

貸館事業
（市民利用含む）

約２２０～２００日 ◎市民利用に関しては市民と協議 約２８０～２６０日 約７０～５０日 （大）
約１１０～９０日 （小）

約２２０～２００日 （大）
約２８０～２６０日 （小）

サイトウ・キネン関連事
業

約２０～４０日

フェスティバル期間中は
全日使用

◎フェスティバル会場として利用
◎観光客を対象とした通年でのプログラ
ムを別途検討（映像コーナー等）

約２０～４０日

フェスティバル期間中は
全日使用

フェスティバル会場として
利用

約２０～４０日 （大・小）
こけら落しはサイトウ・キ
ネン・フェスティバルを想
定

約２０～４０日 （大・小） 新市民会館の自主事業
とサイトウ・キネンを合わ
せて再構築

市主催等事業 約３０日 ◎成人式、消防出初式、社会福祉大会
他

約１０日（大） 約３０日（大）

賑わい事業 地域と連携し、広場、ロ
ビー、屋上庭園等を開放
する賑わい事業を検討。
現段階ではホール利用
日数は想定せず

約１０日 （大・小）
オープニング記念として
全館を開放した賑わい
事業等を検討

※１演目当たりの利用日数は仕込み日、本番込みの日数

※開館年の施設利用可能日数は200日程度と想定

大ホール
事業項目

小ホール 中期計画の方向性
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